
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 シャーシ (１ )上にディスク (７ )を回転させるターンテーブル (３ )と、ターンテーブル (３
)に接近離間可能に移動自在に設けられたピックアップ (２ )と、ピックアップ (２ )の移動
方向に延びピックアップ (２ )が嵌まる一対のガイド軸 (４ )(４ a)と、ピックアップ (２ )の
移動方向を含みシャーシ (１ )上面に直交した面内にてガイド軸 (４ )(４ a)の傾き角度を変
える調整機構を設け、該調整機構はシャーシ (１ )の下方又は側方からシャーシ (１ )に嵌ま
り、ガイド軸 (４ )(４ a)に接する調整部材を有するディスク記録又は再生装置に於いて、
　ピックアップ (２ )は一方のガイド軸 (４ )に余裕が少ない状態で嵌まり、該ガイド軸 (４ )
は他方のガイド軸 (４ a)よりも低く設けられ、
　調整機構は、一端部がシャーシ (１ )に取り付けられガイド軸 (４ )(４ a)を調整部材に向
けて付勢する引張りバネ (65)と、ピックアップ (２ )の移動方向を含みシャーシ (１ )上面に
略平行な面内にて、ガイド軸 (４ )が嵌まりガイド軸 (４ )の振れを規制する縦孔 (91)が開設
されたブラケット (９ )を有し、
　低い方のガイド軸 (４ )を付勢する引張りバネ (65)はシャーシ (１ )に対して斜めに取り付
けられて、該ガイド軸 (４ )を調整部材及び縦孔 (91)の側縁に押圧し、両ガイド軸 (４ )(４ a
)を付勢する引張りバネ (65)(65)の引張り長さは同一長さに設けられたことを特徴とする
ディスク記録又は再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、ディスクの信号面に対してピックアップを傾ける傾き調整機構を具えたディス
ク記録又は再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図５は、従来のディスク記録又は再生装置の斜視図である。シャーシ (１ )上には、周知の
如くディスク (７ )が載置されるターンテーブル (３ )と、該ターンテーブル (３ )に接近離間
可能に設けられたピックアップ (２ )を具える。ピックアップ (２ )は上面に対物レンズ (22)
を具え、シャーシ (１ )上の２本のガイド軸 (４ )(４ )に移動を案内される。各ガイド軸 (４ )
の両端部は、シャーシ (１ )上のブラケット (９ )に嵌まる。
図８は、ディスク (７ )の裏面図である。ディスク (７ )の信号面には、円周方向に沿って複
数のピット (73)(73)が凹設され、該ピット (73)にレーザー光を当てたときと、ピット (73)
以外の箇所にレーザー光を当てたときとでは反射光の強さが異なる。これにより、０と１
からなるデジタル信号を再生する。
【０００３】
ディスク (７ )として、近年信号が高密度記録されたＤＶＤ (digital video disc)が提案さ
れている。該ＤＶＤでは図８に示すディスク半径方向のピット (73)(73)の間隔Ｈが狭い。
この為、レーザー光の光軸がディスク (７ )の信号面に対して僅かに傾いた場合、誤った位
置のピット (73)を照射し、信号を正しく再生できない虞れがある。
そこで、シャーシ (１ )上にピックアップ (２ )の傾きを調整する機構を設け、ディスク記録
又は再生装置を製造する工程に於いて、ピックアップ (２ )の傾きを微調整し、ＤＶＤ用デ
ィスクをスムーズに再生することが提案されている。
【０００４】
図６は、図５をＡ－Ａ線を含む面内にて破断した断面図である。ディスク (７ )はトレイ (
５ )に載置されてシャーシ (１ )に搬送される。トレイ (５ )は駆動機構 (図示せず )により、
シャーシ (１ )の外部からシャーシ (１ )の上方に水平移動した後に下降して、ディスク (７ )
をターンテーブル (３ )上に載置する。
シャーシ (１ )の下側からはガイド軸 (４ )の両端部に対応して、２本の調整ネジ (６ )(６ )が
螺合し、各調整ネジ (６ )の先端でガイド軸 (４ )の両端を下方から支える。各ブラケット (
９ )内にはガイド軸 (４ )を下向きに付勢する圧縮バネ (90)が設けられている。圧縮バネ (90
)と調整ネジ (６ )とにより、ピックアップ (２ )の移動方向を含みシャーシ (１ )上面に直交
した面内にてピックアップ (２ )を傾ける調整機構を構成する。
ピックアップ (２ )を傾けるには、何れか一方の調整ネジ (６ )を回転する。ガイド軸 (４ )は
圧縮バネ (90)に抗して持ち上がり傾く。ガイド軸 (４ )が傾くから、ピックアップ (２ )も傾
く。
【０００５】
図７は、トレイ (５ )の平面図である。トレイ (５ )には直径１２ｃｍの大径ディスクと直径
８ｃｍの小径ディスクが選択的に載置され、トレイ (５ )には大径ディスクが嵌まる大凹部
(51)と小径ディスクが嵌まる小凹部 (52)が同心に開設されている。トレイ (５ )には、トレ
イ (５ )の一端部から大凹部 (51)と小凹部 (52)の中心部に跨った開口 (50)が設けられており
、ピックアップ (２ )のビームは開口 (50)を通ってディスク (７ )を照射する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従来の調整機構では、圧縮バネ (90)がガイド軸 (４ )を下向きに付勢するから、圧縮バネ (9
0)の高さ分だけ、ブラケット (９ )が高くなっており、ブラケット (９ )の上端部はピックア
ップ (２ )の上面を越えている。従って、トレイ (５ )の下降状態にて、ブラケット (９ )がト
レイ (５ )の開口 (50)内に位置しなければならず、トレイ (５ )の開口 (50)を大きく形成する
必要がある。
しかし、トレイ (５ )の開口 (50)が大きいと、小ディスクが誤って大凹部 (51)と小凹部 (52)
に跨って載置された場合には、小ディスクがトレイ (５ )から脱落する虞れがある。傾き調
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整機構が設けられなければ、開口 (50)内に傾き調整機構が位置する必要はないから、開口
(50)を小さくできる。しかし、傾き調整機構は前記の如く高密度記録されたディスクから
信号を再生するには不可欠な構成である。本発明の目的は、ピックアップの傾き調整機構
を設けたディスク記録又は再生装置に於いて、調整機構を低くすること及びトレイから小
ディスクが脱落することを防止する点にある。
【０００７】
【課題を解決する為の手段】
　ピックアップ (２ )は一方のガイド軸 (４ )に余裕が少ない状態で嵌まり、該ガイド軸 (４ )
は他方のガイド軸 (４ a)よりも低く設けられ、
　調整機構は、一端部がシャーシ (１ )に取り付けられガイド軸 (４ )(４ a)を調整部材に向
けて付勢する引張りバネ (65)と、ピックアップ (２ )の移動方向を含みシャーシ (１ )上面に
略平行な面内にて、ガイド軸 (４ )が嵌まりガイド軸 (４ )の振れを規制する縦孔 (91)が開設
されたブラケット (９ )を有し、
　低い方のガイド軸 (４ )を付勢する引張りバネ (65)はシャーシ (１ )に対して斜めに取り付
けられて、該ガイド軸 (４ )を調整部材及び縦孔 (91)の側縁に押圧し、両ガイド軸 (４ )(４ a
)を付勢する引張りバネ (65)(65)の引張り長さは同一長さに設けられている。
【０００８】
【作用及び効果】
バネ体及び の上端部は、ターンテーブル (３ )にディスク (７ )を装着したトレイ (
５ )の下面よりも低く設けられている、即ちディスク (７ )がターンテーブル (３ )上に載置
された状態で、調整機構はトレイ (５ )の下方に位置している。従って、調整機構はトレイ
(５ )の開口 (50)内に配備される必要がないから、開口 (50)を小さく形成できる。これによ
り、トレイ (５ )から小径ディスクが脱落する虞れを防止できる。更に、シャーシ (１ )から
トレイ (５ )までの高さを低くできるから、装置全体を薄型化できる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
(第１実施例 )
以下、本発明の一例を図を用いて詳述する。
図１は、本例に関わるディスク記録又は再生装置の斜視図であり、ピックアップ (２ )の傾
き調整機構に特徴がある。ピックアップ (２ )がガイド軸 (４ )に案内されて、ターンテーブ
ル (３ )に接近離間する構成は、従来と同様である。
シャーシ (１ )上の側部には、モータ (Ｍ )が設けられ、該モータ (Ｍ )は歯車機構 (21)を介し
て、ピックアップ (２ )の側部に設けられたラック (20)に連繋する。モータ (Ｍ )に通電する
と、歯車機構 (21)の各ギアが回転し、ピックアップ (２ )が移動する。従来と同様に、ディ
スク (７ )はトレイ (５ )に載置されて、シャーシ (１ )に搬送される。
【００１０】
図２は、図１をＢ方向から見た側面図であり、トレイ (５ )を破断して示す。トレイ (５ )は
下降して、ディスク (７ )はターンテーブル (３ )上に載置されている。トレイ (５ )の下面は
ガイド軸 (４ )から離れており、トレイ (５ )はガイド軸 (４ )に下降を邪魔されない。シャー
シ (１ )の下方からは、調整ネジ (６ )がシャーシ (１ )に螺合し、先端がガイド軸 (４ )に接し
ている。
シャーシ (１ )上にてガイド軸 (４ )の下方には、金属帯を折曲して構成される押圧片 (８ )が
設けられ、該押圧片 (８ )はピックアップ (２ )の傾き調整機構を構成する。押圧片 (８ )は、
シャーシ (１ )に取り付けられる弾性片 (80)と、該弾性片 (80)の先端部から立設した縦片 (8
1)と、該縦片 (81)の上端からガイド軸 (４ )に沿って外向きに延びた水平片 (82)と、該水平
片 (82)の端部から下向きに折曲した止め片 (83)を一体に具える。
水平片 (82)はガイド軸 (４ )の上端に接して、弾性片 (80)の付勢力によってガイド軸 (４ )を
下向き、即ち調整ネジ (６ )に向けて押す。縦片 (81)にはガイド軸 (４ )が嵌まる縦孔 (84)が
開設され、ガイド軸 (４ )が縦孔 (84)の両側縁に接して、ガイド軸 (４ )はピックアップ (２ )
の移動方向を含みシャーシ (１ )上面に略平行な面内にて、振れ移動、即ち図１の矢印Ｃ方
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向の移動を規制される。止め片 (83)がガイド軸 (４ )の両端面に接して、ガイド軸 (４ )の軸
方向に沿う移動を規制する。
【００１１】
水平片 (82)の付勢力に抗して調整ネジ (６ )を回転させると、ガイド軸 (４ )の一端部が上昇
し、ガイド軸 (４ )が傾く。ガイド軸 (４ )に案内されるピックアップ (２ )も傾く。
図２に示すように、押圧片 (８ )の最も高位置にある水平片 (82)はガイド軸 (４ )に接し、ト
レイ (５ )の下面よりも低い位置にある。従って、ディスク (７ )をターンテーブル (３ )に載
置せんとしてトレイ (５ )が下降しても、押圧片 (８ )はトレイ (５ )の邪魔にはならない。
これにより、従来のように、傾き調整機構がトレイ (５ )の開口 (50)内に位置する必要はな
く、該開口 (50)を小さくできるから、トレイ (５ )から小ディスクが脱落する虞れを防止で
きる。また、押圧片 (８ )にて、ガイド軸 (４ )の下向き付勢と、ピックアップ (２ )の移動方
向を含みシャーシ (１ )上面に略平行な面内に於けるガイド軸 (４ )の振れ移動の規制を行っ
ているので、傾き調整機構の構成が簡素になる。
【００１２】
図２にあっては、押圧片 (８ )にてガイド軸 (４ )を下向き付勢していたが、これに代えて、
図３に示す構成でもよい。これは、シャーシ (１ )に一端部が取り付けられた引張りバネ (6
5)の他端部をガイド軸 (４ )に取り付け、ガイド軸 (４ )を調整ネジ (６ )に向けて付勢する。
ガイド軸 (４ )の両端部に対応して、ブラケット (９ )(９ )を設け、該両端部をブラケット (
９ )の側面に開設された縦孔 (91)に嵌める。該縦孔 (91)にガイド軸 (４ )が嵌まることによ
り、ピックアップ (２ )の移動方向を含みシャーシ (１ )上面に略平行な面内に於けるガイド
軸 (４ )の振れ移動が規制される。
【００１３】
また、ガイド軸 (４ )は調整ネジ (６ )の回転により、傾き調整されるとしたが、これに代え
て、図４に示すように、シャーシ (１ )上にカム片 (66)を移動自在に設けてもよい。図４は
、ピックアップ (２ )をターンテーブル (３ )側から見た正面図である。カム片 (66)はガイド
軸 (４ )に接する斜面 (67)を設け、カム片 (66)をピックアップ (２ )の移動方向に直交する面
内にてシャーシ (１ )に沿って移動させることにより、斜面 (67)がガイド軸 (４ )に接近離間
し、ピックアップ (２ )が傾く。
【００１４】
尚、ガイド軸 (４ )(４ )の傾きを調整する際には、例えば、再生信号のエラーレートを確認
しながら行なうことが考えられる。これは、基準信号が記録されたディスクを再生し、該
再生信号のエラーレート、即ち基準信号のビット列に対し正しく再生されなかったビット
列の割合を確認しながら、調整ネジ (６ )を回してガイド軸 (４ )(４ )を傾き調整する。エラ
ーレートが最良となったところで調整を止める。
【００１５】
(第２実施例 )
市販品のピックアップ (２ )には、シャーシ (１ )に取り付けられた状態にて、ガイド軸 (４ )
(４ a)に嵌まる孔 (図示せず )の高さが互いに異なるものがある。出願人はかかる安価なピ
ックアップ (２ )を用いた装置に於いて、傾き調整機構の高さを低くすることを着想した。
図９は、他のディスク記録又は再生装置の斜視図であり、両ガイド軸 (４ )(４ a)を引張り
バネ (65)(65)にて下向き付勢している。即ち、図３に示す構成と同様に、ガイド軸 (４ )の
傾き角度を変える調整機構の高さを低くしている。ピックアップ (２ )は右側のガイド軸 (
４ )に余裕が少ない状態にて嵌まり、該ガイド軸 (４ )に沿って移動する。ピックアップ (２
)は左側のガイド軸 (４ a)に余裕がある状態にて嵌まっている。
シャーシ (１ )上には、両ガイド軸 (４ )(４ a)の両端部に対応してブラケット (９ )(９ )が設
けられ、ガイド軸 (４ )(４ a)の下端は、ブラケット (９ )内に位置しシャーシ (１ )の下側か
ら嵌まる調整ネジ (６ )(６ )の先端に受けられている。両ガイド軸 (４ )(４ a)は、一端部が
シャーシ (１ )に掛けられた引張りバネ (65)(65)にて下向きに付勢されて、調整ネジ (６ )(
６ )に圧接されている。
本例にあっては、両ガイド軸 (４ )(４ a)の高さは異なるが、両ガイド軸 (４ )(４ a)を付勢す
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る引張りバネ (65)(65)に同じものを使用する点に特徴がある。
【００１６】
図１０は、図９をＣ方向から見た正面図である。右側のガイド軸 (４ )は、ピックアップ (
２ )の形状に合わせて、左側のガイド軸 (４ a)よりも低く設けられ、両ガイド軸 (４ )(４ a)
はブラケット (９ )の縦孔 (91)に嵌まっている。右側のガイド軸 (４ )には引張りバネ (65)が
シャーシ (１ )に対して斜めに設けられ、左側のガイド軸 (４ a)には引張りバネ (65)がシャ
ーシ (１ )に対して垂直に設けられている。低位置のガイド軸 (４ )に掛かる引張りバネ (65)
をシャーシ (１ )に対して斜めに掛けていることにより、両引張りバネ (65)(65)の引張り長
さは同一に設けられている。
【００１７】
右側のガイド軸 (４ )には引張りバネ (65)がシャーシ (１ )に対して斜めに取り付けられてい
るから、該ガイド軸 (４ )は縦孔 (91)の側縁及び底面に圧接されている。これにより、ガイ
ド軸 (４ )は１本の引張りバネ (65)により、下向き付勢と、ピックアップ (２ )の移動方向を
含みシャーシ (１ )上面に略平行な面内に於ける振れ移動の規制がなされている。ピックア
ップ (２ )は右側のガイド軸 (４ )に移動を案内されるから、該ガイド軸 (４ )を、ピックアッ
プ (２ )の移動方向を含みシャーシ (１ )上面に略平行な面内に於いて位置決めすることによ
り、ピックアップ (２ )の移動方向は正確に定まる。
また、両引張りバネ (65)(65)の引張り長さは同じであるから、両引張りバネ (65)(65)には
同じものが使用できる。これにより、装置を製造する工程に於ける引張りバネ (65)の取付
け作業性が改善される。
本例にあっても、調整ネジ (６ )(６ )に代えて、図４に示すように、シャーシ (１ )上にカム
片 (66)を設けてもよい。
【００１８】
上記実施例の説明は、本発明を説明するためのものであって、特許請求の範囲に記載の発
明を限定し、或は範囲を減縮する様に解すべきではない。又、本発明の各部構成は上記実
施例に限らず、特許請求の範囲に記載の技術的範囲内で種々の変形が可能であることは勿
論である。
【図面の簡単な説明】
【図１】ディスク記録又は再生装置の斜視図である。
【図２】図１をＢ方向から見た側面図であり、トレイを破断して示す。
【図３】他の傾き調整機構を示す側面図である。
【図４】他の傾き調整機構を示す側面図である。
【図５】従来のディスク記録又は再生装置の斜視図である。
【図６】図５をＡ－Ａ線を含む面内にて破断した断面図である。
【図７】トレイの平面図である。
【図８】ディスクの裏面図である。
【図９】ディスク記録又は再生装置の斜視図である。
【図１０】図９をＣ方向から見た正面図である。
【符号の説明】
(１ )　シャーシ
(２ )　ピックアップ
(３ )　ターンテーブル
(４ )　ガイド軸
(６ )　調整ネジ
(７ )　ディスク
(66)　カム片
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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